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新成人の抱負  作文募集！ P.８……

今月の主な内容

環境町民のつどい開催の
お知らせ P.10……

保健だより 季節性インフルエンザ
を予防しましょう！ P.15……

平成20年度勝浦町普通会計

決 算 概 要 P.２・３…………

行政改革の進捗状況 P.５…………

第19回 健康・福祉まつり
第７回 ボランティアフェスティバル
盛大に開催される！ P.７……

9月27日  よってネ市周辺特設イベント広場（生名）9月27日  よってネ市周辺特設イベント広場（生名）
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区 分
平成20年度
決算額（千円）

平成1 9年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 （％）

町 税 522,398 507,405 3.0

地 方 譲 与 税 56,849 57,756 -1.6

利 子 割 交 付 金 3,406 3,417 -0.3

配 当 割 交 付 金 1,008 2,757 -63.4

株式等譲渡所得割交付金 403 1,662 -75.8

地方消費税交付金 47,401 51,404 -7.8

自動車取得税交付金 18,448 19,438 -5.1

地方特例交付金等 4,384 2,404 82.4

地 方 交 付 税 1,670,724 1,627,334 2.7

交通安全対策特別交付金 1,011 1,195 -15.4

分担金及び負担金 14,608 12,090 20.8

使用料及び手数料 71,543 74,447 -3.9

国 庫 支 出 金 144,918 104,042 39.3

県 支 出 金 188,773 195,998 -3.7

財 産 収 入 18,411 16,339 12.7

寄 附 金 10,708 60 17,746.7

繰 入 金 0 0 0.0

繰 越 金 238,698 370,562 -35.6

諸 収 入 58,636 63,019 -7.0

町 債 154,150 186,550 -17.4

合 計 3,226,477 3,297,879 -2.2

平成20年度 歳入決算額

歳 入

平成20年度の歳入総額は前年度より7,140万2千円減少

(前年度対比2.2％の減)し歳入32億2,647万７千円となり

ました。歳入で最も大きな割合を占めているのは、税収

などが少ない自治体に国から交付される地方交付税で、

16億7,072万4千円(歳入全体の51.8％)となっています。

個別で大きく増えたものは、町税が約1,500万円、地

方交付税が4,300万円、国の緊急経済対策（地域活性化

安心安全対策交付金等）により国庫支出金が約4,100万

円増加・地方税等減収補てん分が追加された地方特例交

付金が約200万円で、反対に減少したものは県支出金が

約7,000万円、地方譲与税が約900万円、使用料及び手数

料が約290万円となっています。

歳入に占める「自主財源*3」は9億3,500万2千円(29.0

％)で、残りの22億9,147万5千円は、国や県から入るお

金や借金に依存する「依存財源*4」となっており、歳入

の財源は依然と大きな依存体質となっています。平成20

年度は前年度決算において生じた余剰金の一部を、財政

調整基金に積立てたため繰越金が減少したため前年度よ

り自主財源が減少しております。

平成20年度の決算では、町に入ってきたお金(歳入)から様々な事業等に使っ

たお金（歳出）を差し引くと3億4,432万8千円の黒字決算となり、実質単年度収

支 でも昨年に引き続き黒字（1億4,224万4千円）となりました。このように財

政改善のきざしは見えるものの、実質公債費比率では17.8％、将来負担比率に

ついても38.0％と、近隣町村と比較すると高い状況であり、依然として厳しい

決算状況となっています。

＊２ 決

算

概

要

平
成
二
十
年
度
勝
浦
町

※
１

普
通
会
計

歳入 32億2,647万7千円

諸収入
5，863万6千円 1.8％

地方交付税
16億7，072万4千円

51.8％

町 税
5億2，239万8千円

16.2％

地方譲与税
5,684万9千円 1.8％

利子割交付金
340万6千円 0.1％

配当割交付金
100万8千円 0.0％

町 債
1億5，415万円 4.8％

繰越金
2億3，869万8千円

7.4％

分担金及び負担金
1，460万8千円 0.5％

使用料及び手数料
7，154万3千円 2.2％

財産収入
1，841万1千円 0.6％

国庫支出金
1億4，491万8千円 4.5％

交通安全対策特別交付金
101万1千円 ０％

繰入金 0円 0.0％

県支出金
1億8，877万3千円 5.9％

自動車取得税交付金
1，844万8千円 0.6％

地方消費税交付金
4，740万1千円 1.5％

地方特例交付金等
438万4千円 0.1％

寄附金
1，070万8千円 0.3％

株式等譲渡所得割交付金
40万3千円 0.0％

※一人当たりは平成21年3月31日現在の人ロ(6,149人)

歳 入
32億2，647万7千円
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用語解説

＊1 普通会計……財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上統

一的に用いられる会計区分。本町の場合は一般会計

と住宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

＊2 ……歳入、歳出に含まれている実質的な黒字要素(積立

金・繰上償還金)及び赤字要素(基金取崩し額)が、

歳入歳出面に措置されなかったとした場合、単年度

収支が実質的にどのようになるかを表す。

＊3 自主財源……自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使用

料手数料、財産収入、寄附金など。

＊4 依存財源……国や県からの交付金や借り入れたお金。地方交付税、

国庫・県支出金、町債など。

実質単年
度収支
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区 分
平成20年度
決算額（千円）

平成19年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 （％）

人 件 費 567,738 597,683 -5.0

物 件 費 419,506 419,120 0.1

維持補修費 26,682 26,798 -0.4

扶 助 費 153,517 149,698 2.6

補 助 費 等 205,380 194,357 5.7

普通建設事業費 228,885 296,762 -22.9

災害復旧事業費 17,456 38,592 -54.8

公 債 費 611,145 668,709 -8.6

積 立 金 306,702 1,958 15,564.0

投資及び出資金 39,889 206，880 -80.7

貸 付 金 5,200 5,200 0.0

繰 出 金 300,049 253,424 18.4

合 計 2,882,149 2,859,181 0.8

平成20年度 性質別歳出決算額

区 分
平成20年度
決算額（千円）

平成1 9年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 （％）

議 会 費 54,569 54，654 -0.2

総 務 費 668,684 374,064 78.8

民 生 費 588,253 574,869 2.3

衛 生 費 299,432 465,578 -35.7

労 働 費 3,000 4,000 -25.0

農林水産業費 211,514 202,577 4.4

商 工 費 16,838 14,179 18.8

土 木 費 138,933 135,880 2.2

消 防 費 50,374 50,970 -1.2

教 育 費 221,951 275,109 -19.3

災害復旧費 17,456 38,592 -54.8

公 債 費 611,145 668,709 -8.6

合 計 2,882,149 2,859,181 0.8

平成20年度 目的別歳出決算額

歳出 28億8,214万9千円

※各グラフの比率は四捨五入のため合計が100％にならない場合があります。

目的別

歳 出
28億8，214万9千円

公債費
6億1，114万5千円

21.2％

議会費
5，456万9千円 1.9％

労働費
300万円 0.1％

災害復旧費
1，745万6千円 0.6％ 総務費

6億6，868万4千円

23.2％

消防費
5，037万4千円

1.7％

土木費
1億3，893万3千円
4.8％

人件費
5億6，773万8千円

19.7％

普通建設事業費
2億2，888万5千円 7.9％

貸付金
520万円 0.2％

扶助費
1億5，351万7千円

5.3％

維持補修費
2，668万2千円

0.9％

性質別

歳 出
28億8，214万9千円

投資及び出資金
3，988万9千円
1.4％

物件費
4億1，950万6千円

14.6％

補助費等
2億538万円 7.1％

災害復旧事業費
1，745万6千円
0.6％

積立金
3億670万2千円

10.6％

公債費
6億1，114万5千円

21.2％

繰出金
3億4万9千円

10.4％

商工費
1，683万8千円 0.6％

農林水産業費
2億1，151万4千円 7.3％

教育費
2億2，195万1千円

7.7％

民生費
5億8，825万3千円

20.4％
衛生費

2億9，943万2千円

10.4％

歳 出

歳出総額は前年度より2,296万8千円増加(前年度対比0.8％の

増)し28億8,214万9千円となりました。歳出内訳は、目的別歳

出（どういう目的で使われたか）と、性質別歳出 (どのような

性質に使われたか)の２種類の分別方法により掲載しています。

目的別歳出の状況では、災害の減少により災害復旧事業費が

前年度対比54.8％減の1，745万6千円となり、勝浦病院への繰出

金の減少により衛生費が前年度対比35.7％減の2億9，943万2千

円と大幅に減少しています。また、町債に対する償還金である

公債費は前年度対比で8.6％減少し6億1,114万5千円となりまし

た。

性質別歳出の状況では、中学校体育館の耐震化事業などの減

少に伴う普通建設事業や災害復旧事業などが大幅に減ったのを

はじめ、行政改革に伴う経費の削減により人件費、維持補修費、

公債費、出資金なども減少しています。また、財政調整基金、

自ら考え自ら実践する地域づくり基金、クリーンセンター跡地

利用基金を積み立てたため、積立金は増加しています。
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健全化判断比率

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の施行に伴い健全化判

断比率および地方公営企業の資金不足比率の公表が義務づけられました。これは地方公共団

体の財政の早期健全化および再生を図ることを目的としており、これらの比率が国の定める

早期健全化基準や再生基準を超えると健全化計画の策定や外部監査の実施、地方債の制限な

ど早期に財政健全化措置を執ることが求められます。

今回、平成20年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率の算定が完了し監査委

員の審査を終えましたので、その比率等を次のとおり公表します。

（単位：％）

＊括弧内は早期健全化基準を記載

＊実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合および実質公債費比率又は将来負担比率が算定され

ない場合は、「－」を記載

＊資金不足額がない場合は「－」を記載

＊括弧内は資金不足額・剰余額を記載（不足額はマイナス表示）

＜比率説明＞

実質赤字比率…………一般会計等の実質赤字の比率

連結実質赤字比率……全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率………公債費および公債費に準じた経費の比重を示す比率

将来負担比率…………地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債を捉えた比率

資金不足比率…………公営企業ごとの資金不足の比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
（15.00）

―
（20.00）

17.8
（25.0）

38.0
（350.0）

資金不足比率

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備 考

勝浦病院事業特別会計
―

（892,289千円）

令第17条第１号の規定により

事業の規模を算定

勝浦町簡易水道事業特別会計
―

（1,739千円）

令第17条第３号の規定により

事業の規模を算定

勝浦町農業集落排水特別会計
―

（966千円）

令第17条第３号の規定により

事業の規模を算定

広報かつうら10月号に掲載後のふるさと納税に係る寄附金のご

協力者についてご報告します。

溝内義幸様（東京都東村山市在住）・吉野隆宣様（東京都あき

る野市）からご寄附をいただきました。ふるさと勝浦町への温か

い想い、格段のご理解ご協力に対し、厚く御礼申し上げます。

平成20年度
決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について
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現
在
、
本
町
で
は
厳
し
い
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
運
営
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
着
実
に
行
政

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改
革
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進

徳
島
県
で
は
、
平
成
十
九
年
七
月

に
徳
島
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

か
ら
答
申
を
受
け
、
同
年
十
月
に
徳

島
県
に
お
け
る
「
自
主
的
な
市
町
村

の
合
併
に
関
す
る
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
県
内
で
は
具
体

的
な
市
町
村
合
併
へ
の
動
き
は
現
れ

て
い
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
の
取
組
み
は
、
徳
島
市
を

中
心
と
し
た
徳
島
東
部
地
域
市
町
村

長
懇
話
会
に
参
加
し
、
周
辺
市
町
村

と
共
通
の
行
政
課
題
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

人
件
費
の
削
減

人
件
費
の
削
減
は
、
主
に
報
酬
お

よ
び
給
与
の
減
額
と
人
員
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
以
降
、
特
別
職
、

議
員
及
び
職
員
の
報
酬
、
給
料
削
減

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

町
長
等
特
別
職
の
報
酬
を
削
減
し
、

職
員
に
つ
い
て
は
一
部
手
当
の
削
減

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
二
十
三
％
と
い
う
大
幅

な
職
員
数
の
削
減
と
な
り
、
財
政
負

担
の
軽
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
報
酬
の
削
減

特
別
職
報
酬
の
削
減
は
、
町
長
報

酬
を
引
き
続
き
二
十
％
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
副
町
長
報
酬
を
十
％
（
十

九
年
度
二
十
％
）
教
育
長
報
酬
を
十

％
（
十
九
年
度
十
五
％
）
削
減
し
て

い
ま
す
。

②
議
員
報
酬
の
削
減

町
議
会
で
も
行
政
改
革
の
趣
旨
に

賛
同
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
ま
で
議

長
・
副
議
長
報
酬
の
十
％
、
議
員
報

酬
の
五
％
削
減
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
前
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議

員
定
数
十
二
人
を
、
十
人
と
し
二
人

削
減
し
て
い
ま
す
。

③
一
般
職
員
給
料
・
手
当
の
削
減

職
員
給
料
は
、
十
六
・
十
七
年
度

に
五
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
、
以

後
、
管
理
職
手
当
お
よ
び
宿
日
直
手

当
の
削
減
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

④
職
員
数
の
削
減

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
十
五
％
減
を
目
標
に
取

り
組
み
、
普
通
会
計
町
職
員
は
十
六

年
四
月
の
九
十
一
人
か
ら
十
八
年
四

月
に
は
七
十
七
人
に
削
減
し
、
既
に

目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

以
後
も
退
職
す
る
職
員
が
続
い
た

た
め
、
現
在
で
は
七
十
人
と
欠
員
も

生
じ
て
い
ま
す
。

協
働
型
社
会
へ
の
移
行

住
民
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し

行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

と
公
共
施
設
の
使
用
料
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。

①
公
共
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入

平
成
二
十
一
年
四
月
現
在
、
町
有

公
共
施
設
二
十
個
所
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
制
度
を
適
用
し
、
民
間
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
再
検
討

平
成
十
九
年
度
か
ら
各
公
共
施
設

の
使
用
に
係
る
必
要
経
費
に
応
じ
た

使
用
料
に
改
正
し
、
新
た
な
料
金
体

系
で
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

職
員
数
の
減
や
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
図
る
た
め
、
機
構
改
革
に
よ

る
職
の
廃
止
や
課
の
統
合
、
事
業
の

民
営
化
や
一
部
事
務
委
託
を
実
施
し

ま
し
た
。

県
内
旅
費
や
前
納
報
奨
金
の
廃
止

な
ど
財
政
シ
ス
テ
ム
を
改
正
し
、
経

費
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

①
保
育
所
民
営
化
の
検
討

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
保
育
所

民
営
化
が
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う

に
、
現
在
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
ご
み
処
理
業
務
の
事
務
委
託
と

民
営
化

老
朽
化
し
経
費
が
多
額
に
な
っ
た

ご
み
焼
却
施
設
の
業
務
を
中
止
し
、

小
松
島
市
と
民
間
に
業
務
を
委
託
し

ま
し
た
。

③
情
報
公
開
の
拡
大

光
フ
ァ
イ
バ
網
等
の
情
報
施
設
等

を
活
用
し
、
新
し
い
行
政
情
報
を
よ

り
速
く
提
供
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
行
政
改
革
の
現
在
ま
で
の
実
績
と

現
在
の
取
組
状
況
の
概
要
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
行
政
改
革
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
に
、
町
議
会
や
町
民
の

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
行
政
改
革
に
よ
る
効
果
額
の
概
算

に
つ
い
て
、
別
表
に
て
報
告
し
ま
す
。）

行
政
改
革
の
進
捗
状
況

～
地
方
分
権
時
代
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
～

行
政
改
革
実
施
主
要
事
項
と

そ
の
効
果

項目別

年度別

人件費の削減 町行財システムの再構築 協働社会

特別職報
酬の削減

議員報酬
の削減

議員定数
の削減

職員給料
の削減

職員の
人員削減

管理職手
当の削減

宿日直手
当の削減

収入役職
の廃止

前納報奨金
の上限設定

職員の
昇給停止

県内旅費の
日当廃止

公共施設
の使用料

16年度実績額 4,858 1,778 23,132 91 9,580 243 402

17年度実績額 4,690 1,778 22,028 83 48,317 11,506 377 794

18年度実績額 4,690 1,778 77 98,226 1,622 725 11,506 400 317

19年度実績額 4,168 1,603 3,510 72 123,785 1,195 869 1,261 310 981

20年度見込額 3,132 4,680 71 123,516 1,200 876 1,261 300 1,000

20年度実績額 3,132 4,680 70 134,806 1,788 876 1,261 300 1,000

21年度見込額 3,132 4,680 70 134,500 1,780 876 1,261 300 1,000

〈別表〉 行政改革効果額の実績および見込 （単位:千円）
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勝浦座の皆さんによる人形浄瑠璃 演目「生写朝顔話」

海外の視察団一行に、恵比寿舞いの
人形を説明する保存会の皆さん

子ども人形芝居教室の皆さん

演目「傾城阿波の鳴門」

阿波人形浄瑠璃月間

ジョールリ

100公演

アトラクションの様子 コーラス「やまぼうし」

会
員
募
集
中
！

九
月
二
十
七
日
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
よ
り
延

期
し
て
い
ま
し
た
第
十
六
回
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

総
会
が
兵
庫
県
西
宮
市
の
ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
約
六
十
人
と
中
田
町
長
ら
町
関
係
者
合
わ

せ
て
約
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
勝
浦
町
と
の
連
携
を
図
る
共
同
事
業
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
は
、

記
念
講
演
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
交
流
懇
親
会
な
ど
に
ぎ

や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

※
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
…
近
畿
圏
に
在
住
の
勝
浦
町

出
身
者
お
よ
び
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
で
組
織
す
る
会
。

会
員
数
二
百
四
十
三
人
（
平
成
二
十
一
年
三
月
末
現
在
）

〈
申
込
先
〉
事
務
局
長

田
村

０
６（
６
９
６
５
）６
３
９
０

今山農村舞台公演が10月10日(土)、

11日(日)の２日間、今宮神社におい

て行われました。今年は、徳島県

の阿波人形浄瑠璃月間（10月３日

～11月３日）ジョールリ100公演にあわせての開催で、

町内のみならず県内外からも多数の愛好家の皆さん

が駆けつけ、盛大な催しとなりました。

第16回
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

十
月
十
七
日
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
健
康
・
福
祉

ま
つ
り
が
町
民
約
四
百
五
十
人
の

参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
で
十
九
回
目
と
な
る
、
こ

の
催
し
は
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、

町
民
の
方
々
の
健
康
と
福
祉
の
充

実
を
願
い
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。永

年
に
わ
た
り
、
地
域
で
福
祉

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
表
彰

状
や
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
あ
と
、

「
笑
い
を
通
じ
て
健
康
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
落
語
家

三
遊
亭
多

歌
介
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
お
こ
な

わ
れ
、
終
始
笑
い
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
笑
い
」
は
、
長
生
き
を
す
る

秘
訣
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
全
国

で
百
歳
以
上
の
方
が
四
万
人
ぐ
ら

い
い
て
、
血
液
型
は
Ｂ
型
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、

Ｂ
型
は
、
く
よ
く
よ
し
な
い
性
格

の
人
が
多
い
。
な
ど
健
康
と
笑
い

と
の
関
係
に
つ
い
て
統
計
上
か
ら

み
た
効
能
面
で
の
話
も
ま
じ
え
、

楽
し
く
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
「
命
の
洗
濯
が
で
き

ま
し
た
。」
「
よ
く
笑
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
」
な
ど
の
感
想
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
笑
い
の
中
で
楽
し
く

健
康
で
人
生
が
お
く
ら
れ
た
ら
い

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
日

ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
男
の
料
理
教
室
会
員
に

よ
る
簡
単
お
や
つ
が
紹
介
さ
れ
、

試
食
さ
れ
た
方
は
、
さ
っ
そ
く
家

庭
で
作
っ
て
み
た
い
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
場
外
で
は
、
第
七
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
色
々
と
工
夫
さ
れ
た

各
種
模
擬
店
で
は
、
た
く
さ
ん
の

人
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
集
い
を
契
機
と

し
て
、
町
民
の
全
て
の
方
々
が
健

康
で
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
な
お
、
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

活動をわかりやすくパネルで紹介

男の料理教室会員による簡単おやつの
試食コーナー大変好評でした

民生委員さんによる「おもちつき」
つきたてが販売されました

７

第19回
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

８

ラア カ ル ト報情

★
十
一
月
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

★
育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

お
願
い

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車
の
方
は
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
方
は
徒
歩
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
４
７
３

子育て

支援センター

事業から

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
案
内

25日(水) 18日(水) 11日(水) ４日(水)

★
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん

と
お
手
玉
や
あ
や
と
り
遊
び

を
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
。

★
十
一
月
生
ま
れ
の
お
友
達
の

誕
生
会
。

★
簡
単
手
品
と
お
話

★
園
庭
開
放
・
保
育
所
の
お
友

達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
と
お
話
。

※
歯
ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う
。

★
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん

が
保
育
所
の
「
焼
き
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
お
手
伝
い
に
来

て
く
れ
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
教

室
の
お
友
達
も
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

資 格 中卒（見込者）17歳未満の男子

受 付
期 間

平成21年11月１日（日）～
22年１月８日（金）

試 験
期 日

〈１次〉平成22年１月23日（土）

〈２次〉平成22年２月６日（土）～

９日（火）までの間の指定する１日

合 格
発 表

〈１次〉平成22年２月２日（火）

〈最終〉平成22年２月26日（金）

入（校）隊 平成22年４月上旬

目
指
せ
！

ヤ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア
！

・
自
衛
隊
の
専
門
技
術
者
と
し
て
、
陸

曹
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

・
入
隊
後
四
年
間
の
教
育
終
了
後
、
三

等
陸
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

・
入
隊
と
同
時
に
高
等
学
校
の
通
信
課

程
に
入
学
し
、
三
年
間
で
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
身
分
及
び
処
遇

・
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

・
給
与
…
初
任
給

九
四
、
九
〇
〇
円

（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）

■
試
験
細
部
案
内

■
入
校
先

陸
上
自
衛
隊

少
年
工
科
学
校（
武
山
）

神
奈
川
県
（
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
）

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
阿
南
地
域
事
務
所
へ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
富
岡
町
内
町
一
六
四（
内
町
会
館
一
Ｆ
）

０
８
８
４
（
２
２
）
６
９
８
１

勝
浦
町
で
は
毎
年
「
成
人
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
て
、
『
広
報
か

つ
う
ら
』
一
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を

新
成
人
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
内

容
は
原
稿
用
紙
四
百
字
詰
め
一
枚
程
度

で
す
。
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、

少
し
で
す
が
お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
三

日
(金)
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り

返
し
、
様
式
と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載

致
し
ま
し
た
作
文
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
厳
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
０
５
０
（
３
４
３
８
）７
１
４
８

新
成
人
の
抱
負

作
文
募
集
！

��
��
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９

Ｋ-

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
よ
り

お
知
ら
せ

前
日
祭

日

時

十
一
月
七
日
(土)

午
前
十
時
～
正
午

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内

容

記
念
講
演

演
題

い
き
い
き
介
護
予
防
と

ハ
ツ
ラ
ツ
生
活
支
援

～
防
ご
う
腰
痛
と
転
倒

上
手
に
活
用
し
た
い
福
祉
用
具
～

講
師

徳
島
県
作
業
療
法
士
会

会
長

岩

佐

英

志

先
生

学
園
祭

日

時

十
一
月
八
日
(日)

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

テ
ー
マ

『
Ｎ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
』

内

容

展
示
・
体
験
（
理
学
療
法
学

科
・
作
業
療
法
学
科
）
、
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
、
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
多
数

※
町
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
４
２
）
４
８
１
０

『
消
え
る
ま
で

ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
こ
』

十
一
月
九
日
(月)
～
十
一
月
十
五

日
(日)
ま
で
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
運
動
を
契
機

に
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る

警
戒
心
を
喚
起
し
、
住
民
、
事
業
所
の

関
係
者
及
び
全
国
の
消
防
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
火
災
予
防
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

特
に
、
住
宅
防
火
対
策
に
つ
い
て
は
、

住
宅
火
災
が
発
生
す
る
と
財
産
を
失
う

だ
け
で
な
く
人
命
を
失
う
危
険
性
が
高

い
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
次
の
四
点

を
重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
て
実
施
し
ま
す
。

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

安
全
対
策
の
徹
底

④
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

■
元
気
市
イ
ベ
ン
ト

ど
ろ
た
ん
ぼ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大
反
響
!!

九
月
二
十
七
日
(日)

元
気
市
イ
ベ
ン

ト
に
て
ど
ろ
た
ん
ぼ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
、
町
内
外
総
勢
十
二
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

優

勝

Ａ
Ｋ
Ｂ
47

準
優
勝

ト
ク
シ
マ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
ラ
ボ

三

位

ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ひ
わ
さ
夢
く
ら
ぶ

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞

グ
リ
ッ
ピ
ー
Ｊ
Ｖ
Ｃ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ト
リ
ッ
ピ
ー

■
よ
し
こ
ち
ゃ
ん
の

手
抜
き
料
理
教
室

日

時

十
一
月
二
十
八
日
(土)

午
前
十
時
～
午
後
一
時

申
し
込
み

先
着
順
十
名

十
一
月
十
日
ま
で
に
Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ
ｓ
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費

五
百
円
（
材
料
費
）

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

揚
げ
五
平
、
豆
腐
の
寄
せ
揚
げ
（
生

姜
だ
れ
）
等

※
会
員
外
で
も
参
加
可
能

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
で
も
キ
ッ
カ
ケ
が
…
そ
ん
な
方
に

オ
ス
ス
メ
！
地
元
で
と
れ
た
野
菜
を
使
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
挑
戦
！
講
師
・

参
加
者
と
も
に
笑
顔
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
料
理
教
室
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

休
日
に
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
、
食
事

会
を
い
た
し
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
大
歓
迎
！

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）
３
６
７
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
３
０
５

Ｅ
メ
ー
ルkfriends@27

.fan-site.net

Ｈ
Ｐ
アド
レ
スhttp://kfriends.fan-

site.net/index.html

全
国
春
季
火
災
予
防
週
間

学
校
法
人

勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
十
四
回

紅

舞

祭

（
平
成
二
十
一
年
度
人
権
啓
発
推
進
市
町
村
モ
デ
ル
事
業
）

&&
''
((
))
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今
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
国
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
政
府

で
は
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）

再

使

用
（
リ
ユ
ー
ス

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

を
「
３
Ｒ
」
と
し
て
ま
と
め
、
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
「
環
境
町
民
の
つ
ど
い
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
津
川

な
ち
こ
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
「
消
費
生

活
と
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
ご
み
の
分
別

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
に
し
た
家
庭
や

地
域
で
の
取
組
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

十
一
月
二
十
四
日
(火)

午
後
二
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
大
ホ
ー
ル

そ
の
他

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念

品
を
進
呈
し
ま
す
。

近
年
、
ス
ト
レ
ス
社
会
を
背
景
と
し

て
、
「
う
つ
病
」
に
か
か
り
治
療
さ
れ

る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
「
う
つ
病
」

で
治
療
さ
れ
る
方
は
、
周
囲
の
人
の
理

解
や
対
応
に
よ
っ
て
、
と
て
も
影
響
を

受
け
や
す
く
、
特
に
家
族
の
方
の
理
解

や
支
え
が
大
切
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
勉
強
会
で
は
「
う
つ

病
」
を
理
解
し
、
ご
家
族
の
支
え
る
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
勉
強
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
本
人
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日

時

十
一
月
三
十
日
(月)

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

場

所

東
部
保
健
福
祉
局

（
徳
島
保
健
所

四
階
）

講

演

「
家
族
の
役
割
と

本
人
へ
の
関
わ
り
方
」

た
け
ひ
さ
医
院

武
久
美
奈
子

医
師

対

象

う
つ
病
で
現
在
、
治
療
中
の

方
の
御
家
族

(

た
だ
し
、
人
格
障
害
、

パ
ニ
ッ
ク
障
害
等
の
う
つ
病
以
外
で

治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。)

料

金

無
料
で
す
。

申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

十
一
月
十
六
日(

月)

ま
で
に
徳
島
保

健
所
健
康
増
進
担
当
へ
電
話
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

０
８
８（
６
０
２
）８
９
０
５

環
境
町
民
の
つ
ど
い
開
催

の
お
知
ら
せ

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
十
一
月
の
行
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

を
広
げ
、
親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し

め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

《
十
月
活
動
報
告
》

前
回
大
好
評
だ
っ
た
子
ど
も
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
六
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
町
外
の
方
が
「
親
戚
の
家
で

広
報
を
見
ま
し
た
」
と
出
店
し
て
く

だ
さ
り
、
と
て
も
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
。

自
分
の
家
で
は
、
も
う
使
わ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
の
物
も
、
他
の
人
に

と
っ
て
は
ま
だ
使
え
る
も
の
が
あ
り
、

し
か
も
激
安
と
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
真

剣
に
品
定
め
を
し
て
お
目
当
て
の
物

を
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

24日(火) 17日(火) 10日(火)

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

つ
く
り

横
田
先
生
の
絵
本
読
み

聞
か
せ
＆
歌
、
手
遊
び

芋
煮
会

お
庭
で
芋
煮
（
里
芋
入
り

の
豚
汁
）
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

う
つ
病
の
家
族
勉
強
会
の

開
催
に
つ
い
て

������
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子
ど
も
の
虐
待
の
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス

は
後
を
絶
た
ず
、
相
談
件
数
は
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

虐
待
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
身
体
的
・

心
理
的
影
響
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
る

も
の
が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の
権
利
を

守
る
こ
と
を
最
重
要
視
し
健
全
育
成
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会

全
体
で
対
応
し
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
は
発
見
し
に
く
く
、
ま
た
、
虐

待
を
受
け
た
子
ど
も
に
は
切
れ
目
の
な

い
総
合
的
な
支
援
が
必
要
と
な
る
た
め
、

早
期
発
見
と
対
応
の
一
次
予
防
が
大
切

と
な
り
ま
す
。
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た

時
は
、
児
童
相
談
所
や
役
場
な
ど
に
通

告
を
し
ま
し
ょ
う
（
通
告
義
務
）
。
未
来

あ
る
子
ど
も
も
た
ち
の
た
め
に
…
。

皆
さ
ん
、
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人
権
問

題
に
関
す
る
専
用
電
話
で
す
。
女
性
の

人
権
擁
護
委
員
及
び
徳
島
地
方
法
務
局

職
員
が
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

十
一
月
十
五
日
(日)
か
ら
二
十
一
日
(土)

ま
で
の
七
日
間
は
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
の
全
国
一
斉
強
化
週
間
で
す
。

☆
電
話
相
談
の
受
付
時
間

平
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
七
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

０
５
７
０
（
０
７
０
）８
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、

相
談
事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す

る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
支
援
委
託
先
》

社
会
福
祉
法
人

悠
林
舎

シ
ー
ズ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
４（
２
４
）３
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８
４（
２
３
）０
２
６
３

メ
ー
ル

anan ＠
seeds.or.jp

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体

（
県
身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連

合
会
）
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ

ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
障
害
種
別

で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

十
一
月
十
九
日
(木)

午
後
二
時
～
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
十

一
月
六
日
金
ま
で
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
は

詳
細
に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）

予
約
が
な
い
方
は
、
当
日
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

to
ku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

ke
nsinren
@
ko
uryu-plaza.jp

十
一
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

ネグレクト 性的虐待 心理的虐待 身体的虐待
虐
待
の
種
類

（
保
護
者
の
怠
慢
や
拒
否
）
適
切
な
衣
食

住
な
ど
の
世
話
を
せ
ず
、
健
康
状
態
を
損

な
わ
せ
る
状
況
。

性
的
い
た
ず
ら
や
性
行
為
の
強
要
な
ど
で
、

子
ど
も
の
心
身
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
。

ひ
ど
い
言
葉
で
脅
し
た
り
傷
つ
け
た
り
、

極
端
な
無
視
や
否
定
的
態
度
を
受
け
る
こ

と
で
、
子
ど
も
が
お
び
え
や
無
感
動
、
攻

撃
性
な
ど
の
精
神
症
状
が
現
れ
る
状
況
。

殴
る
、
蹴
る
、
溺
れ
さ
す
、
タ
バ
コ
の
火
を

押
し
付
け
る
。
冬
の
戸
外
に
締
め
出
す
な

ど
で
後
遺
症
や
死
に
至
ら
す
よ
う
な
状
況
。

内

容

徳
島
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
の
相
談
時
間
帯

の
拡
大
に
つ
い
て

■
相
談
時
間
帯
拡
大
開
始
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
(日)
か
ら

■
相
談
日
時

変
更
前

毎
日
の
午
後
六
時
か
ら

午
後
十
一
時
ま
で

変
更
後

毎
日
の
午
後
六
時
か
ら

翌
日
の
午
前
八
時
ま
で

��
��

��
��

��
��
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電
気
さ
く
を
設
置
す
る

場
合
は
次
ぎ
の
事
項
を
尊

守
し
感
電
防
止
対
策
を
お

こ
な
っ
て
下
さ
い
。

(１)
電
気
さ
く
の
電
気
を
三
〇
ボ
ル
ト
以

上
の
電
源
（
コ
ン
セ
ン
ト
使
用
の
交

流
一
〇
〇
ボ
ル
ト
等
）
か
ら
供
給
す

る
と
き
は
、
電
気
用
品
安
全
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
二
三
四
号
）
の

適
用
を
受
け
る
電
源
装
置
を
使
用
す

る
こ
と
。

(２)
右
記
(１)
の
場
合
に
お
い
て
、
公
道
沿

い
な
ど
の
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場

所
に
施
設
す
る
場
合
は
、
危
険
防
止

の
た
め
に
、
一
五
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
以

上
の
漏
電
が
起
こ
っ
た
と
き
に
〇．

一
秒
以
内
に
電
気
を
遮
断
す
る
漏
電

遮
断
機
を
施
設
す
る
こ
と
。

(３)
電
気
さ
く
を
施
設
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
人
が
容
易
に
視
認
出
来
る
位
置

や
間
隔
、
見
や
す
い
文
字
で
危
険
表

示
を
行
う
こ
と
。

来
春
（
平
成
二
十
二
年
）
植
林
す
る

杉
・
桧
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五

日
(金)
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
降
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
。

二
、
苗
木
の
配
付
は
、
平
成
二
十
二
年

三
月
十
三
日
(土)
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

（
４
２
）
１
５
１
２

Ｉ
Ｐ
０
５
０
（
３
４
３
８
）８
６
２
１

標
準
営
業
約
款

制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費

者
（
利
用
者
）
養

護
に
資
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、
「
理

容
店
」
「
美
容
店
」
「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
」
「
め
ん
類
飲
食
店
」
「
一
般

飲
食
店
」
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店
は
、
安

心
・
安
全
・
衛
星
を
約
束
す
る
信

頼
で
き
る
お
店
で
す
。

詳
し
く
は
、
(財)
徳
島
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）

７
４
０
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

個
人
住
民
税
を
毎
月
の
給
与
か
ら
天

引
き
し
、
事
業
所
で
総
括
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
の
こ
と
で
す
。
（
こ
れ

に
対
し
、
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

法
を
普
通
徴
収
と
呼
び
ま
す
）

個
々
に
税
金
を
納
め
る
手
間
が
省
け

る
こ
と
、
普
通
徴
収
が
通
常
八
期
分
割

で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
原
則

と
し
て
、
六
月
～
翌
年
五
月
の
十
二
期

分
割
で
あ
る
た
め
、
一
期
あ
た
り
の
税

負
担
が
少
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

◎
事
業
主
の
方
へ

地
方
税
法
で
は
、
原
則
と
し
て
、
所

得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
所

（
給
与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
の
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業

主
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
律
の

趣
旨
を
ご
理
解
し
特
別
徴
収
に
移
行
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
事
業
所
な
ど
へ
お
勤
め
の
方
へ

新
し
く
就
職
し
た
方
、
現
在
は
普
通

徴
収
の
方
も
、
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴

収
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

切
替
の
手
続
き
は
各
事
業
所
で
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
勤
め
先
の
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
東
部
県
税
局

０
８
８
（
６
２
６
）
８
８
４
０

勝
浦
町
総
務
税
務
課（

４
２
）
１
５
０
３

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝

浦
町
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
保
護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
(火)

午
後
七
時
か
ら

説
明
会
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
和
室

入
所
要
件

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

保
育
所
名

生
比
奈
保
育
所

横
瀬
保
育
所

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

（
４
２
）３
０
７
７

横
瀬
保
育
所

（
４
２
）２
２
４
６

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

厚生労働大臣認可

保
育
所
入
所
説
明
会
の

ご
案
内

個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
の
お
願
い

�
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　国民年金保険料の一部免除（４分の３、半額、４分の１の免除）が承認されてい

る期間については、一部免除された区分に応じて国民年金保険料の一部を免除し、残

りの一部分を納付していただくものです。

　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は「未納期間」となるため、

将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生

じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合がありますので、保険料の納

め忘れがないかご確認をお願いします。（それぞれの年金を受けとるには、一定の要

件が必要となります。）

一部保険料の納め忘れはありませんか

１/４納付（３/４免除）

半額納付（半額免除）

３/４納付（１/４免除）

月々の保険料（平成21年度）

3,670円

7,330円

11,000円

年金額５/８（平成21年3月分までは1/2）

年金額６/８（平成21年3月分までは2/3）

年金額７/８（平成21年3月分までは5/6）

老齢基礎年金額

多段階免除が承認された方へ

　控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成21年１月１日から９月

30日までの間に納付された方は、平成21年11月上旬に送付しております。また、

平成21年10月１日から12月31日までの間に今年はじめて納付された方は、平

成22年２月上旬に送付することとしております。

国民年金保険料の年末調整や確定申告は
「領収書」・「証明書」の添付が必要です

なお、お問い合わせは、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保険事務所までお願いします。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申告において全額が社会保険料控除（非

課税）の対象となります。

　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告

することができます。

　年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明

する控除証明書（証明内容は、本年１月１日から９月30日までに納付された国民年

金保険料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です）又は領収書が必

要となりますので、控除証明書又は領収書は大切に保管してください。

控除証明書専用ダイヤル TEL 0570−070−117

受付期間　平成21年11月２日〜平成22年３月13日

受付時間　・月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時15分
　　　　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は、午後７時まで

　　　　　　・第２土曜日　午前９時30分〜午後４時
　　　　　　　11月の第２・４土曜日と翌日曜日は午前９時30分〜午後４時

　　　　　　・祝日はご利用いただけません

※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。
※ＩＰ電話等の方は TEL 03−6700−1130 へおかけください。
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『特定健診 』の受診について

－受診券の有効期限は平成21年11月30日です－

出産育児一時金の引上げ及び直接支払制度について

平成21年10月１日以降の出産につきまして、出産育児一時金が、

38万円から42万円に引上げられました。

《出産育児一時金》

勝浦町国保に加入している方が出産したときには、出生児１人

につき出産育児一時金として42万円※（産科医療補償制度加入等の

要件を満たさない場合は39万円）が支給されます。

※注 42万円の支給は暫定措置であり、平成21年10月１日～平成23年３月31日までの出産が対象です。

ただし、１年以上継続して被用者保険に被保険者本人として加入していた方が、退

職後６か月以内に出産した場合は、以前加入していた健康保険から出産育児一時金が

支給されますので、国民健康保険からは支給されません。

《直接支払制度》

平成21年10月１日から、『直接支払制度』が導入されました。

病院等でかかった出産費用に出産育児一時金を充てることができるようになりまし

た。請求される出産費用について42万円（産科医療補償制度加入等の要件を満たさな

い場合は39万円）の範囲内で、医療保険者から病院等に直接支払うこととなります。

制度の利用については、出産される病院等での申込みが必要です。

なお、出産費用が出産育児一時金未満で収まった場合は、後日、差額申請の案内を

行います。

勝浦町国保に加入されている40歳～74歳までの方で、まだ、特定健診を受診されて

いない方は、今月中に受診ください。

特定健診は今の身体の状態をチェックし、病気の発症や重症化の予防、また早めの

治療につながることを目的に実施しております。

日ごろ病院にかかる機会のない方、また、定期的に病院にかかっている方も今の自

分の健康状態を知る良い機会ですので、『特定健診』を受けましょう！！

特定健診受診券について ………受診券は黄みどり色です。

健診受診までにすること

①受診する健診機関を「特定健康診査実施機関一覧表」から選ぶ。

②実施している曜日・時間帯・予約が必要かどうかなど、電話で問い合わせる。

③当日、受診する。

自己負担金 ……………………… 1，000円です。

体調の変化に十分注意を払うとともに、感染予防の基本である

「咳エチケット」「手洗い」「うがい」
を実践し、十分な「栄養」と「休養」をとってウイルスを

寄せ付けないように心がけましょう!!
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インフルエンザは、インフルエンザに罹った人が咳やくしゃみをすることにより

飛び出したインフルエンザウイルスに感染して発病します。

インフルエンザ か ぜ

発 症 急に発症 徐々に発症

初期症状 発熱・悪感・頭痛など くしゃみ・鼻水・喉痛など

主な症状 発熱・筋肉痛・関節痛など 徐々に発症

発 熱 38～40℃ ないか、微熱

合 併 症
気管支炎・インフルエンザ肺炎
細菌性脳炎・脳炎など

ほとんどない

病 原
インフルエンザウイルス
Ａ型・Ｂ型・Ｃ型
（Ｃ型は殆どの人が免疫を有する）

アデノウイルス・コロナウイルス・
ライノウイルス・ＲＳウイルスな
ど約200種類以上のウイルス、マ
イコプラズマ細菌など。

インフルエンザもかぜの一種ですが、かぜの一般的な症状が咳やのどの痛み、鼻炎などの

一過性の炎症に限定されるのに対し、インフルエンザは高熱や全身症状も強く、重症化する

場合があります。

かぜとインフルエンザの違い

手洗いとうがい、マスクの着用をしましょう。

栄養と休養は規則正しくとりましょう。

部屋の換気や温度（20～22度）、湿度（50～60％）の管理にも心がけましょう。

インフルエンザにかからないよう日頃から心がけましょう

発熱している人、過去に予防接種でアレルギーをおこした人。

鶏肉・鶏卵に過敏症がある人は、受けられない場合があります。医師に相談してください。

65歳以上で町が期間指定して実施します定期予防接種に申し込みをされた方は忘れないよ

う接種を受けましょう。

予防接種を受ける時の注意点

「新型インフルエンザかな？」症状がある方へ急な発熱と咳やのどの痛み

まずは、お近くの医療機関に電話をかけて相談して下さい！

☆電話で受診方法を確認して下さい。

☆受診の際、熱・咳など症状がある時は、マスクをつけましょう。

医療機関には身体の弱い方や免疫が低下している方などが受診されています。

他の方に感染を広げない、お互いのマナーが感染拡大防止につながります。

■受診する医療機関がわからない場合の相談窓口

新型インフルエンザ相談窓口

徳島保健所 088-602-8907
（午前８時30分～午後５時 ※土･日･祝日除く）

■その他、新型インフルエンザに関する相談

新型インフルエンザ安心ダイヤル

0120-960-005
（午前９時～午後５時 ※土･日･祝日除く）

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 （42）1502 IP 050（3438）7148

新型インフルエンザ予防接種については、折込みをご覧ください。
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※インフルエンザ予防接種は、季節性インフルエンザの予防接種です。
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ん な 健の 康み

11月の保健行事
〈問い合わせ〉勝浦町福祉課保健師

（42）1502 I P (代) 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

５ 木 介 護 教 室 19:00～20:00 生名センター 住 民

７ 土
高齢者インフルエンザ
予 防 接 種

9:00～15:00 勝 浦 病 院
申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

８ 日
運動教室

講師：株本泰輔先生
19:30～20:30 坂 本 集 会 所 住 民

運動できる服
装

10 火 巡 回 結 核 検 診 9:00～16:30 Ｐ. 1 7 参照 65歳以上の住民

11 水 介 護 教 室 19:00～20:00 星 谷 集 会 所 住 民

14 土
高齢者インフルエンザ
予 防 接 種

9:00～15:00 勝 浦 病 院
申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

17 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

20 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成21年５月１日
～９月30日までに
生まれた子

母子健康手帳

21 土
高齢者インフルエンザ
予 防 接 種

9:00～15:00 勝 浦 病 院
申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

27 金 2 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年７月１日
～12月31日までに
生まれた子

母子健康手帳
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時 間 地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

９:00～９:25 坂 本 坂本消防詰所横 13:30～13:55 星 谷 星谷集会所

９:30～９:55 与川内 神子 勝様宅前 14:00～14:25 黒 岩 勝浦会館駐車場

10:00～10:25 横 瀬 東とくしま農協勝浦支所 14:30～14:55 中 角 農村婦人の家

10:30～10:55 中 山 中山集会所 15:00～15:25 山 西 東とくしま農協生比奈支所

11:00～11:25 棚 野 棚野集会所前 15:30～15:55 沼 江 高田 治様宅横

11:30～12:00 久 国 役場 16:00～16:30 石 原 東 栄造様宅横

13:00～13:25 生 名 いちょうの木

種 類 検診料 検 査 内 容 備 考

胃 が ん 1,000円 バリウムによる胃透視
※検診料は、生活保護世

帯の方、町民税非課税
世帯の方及び満70歳以
上の方は無料です。

※婦人がん検診について
は、前年度受診された
方は受けることはでき
ません。

結核・肺がん
500円 レントゲン撮影

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大 腸 が ん 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

乳腺・甲状腺
2,000円 視触診と乳房Ｘ線検査２方向（40～49歳）

1,600円 視触診と乳房Ｘ線検査１方向（50歳以上）

骨 粗 鬆 症 700円 中手骨Ｘ線撮影による骨塩量測定

検診日時 11月７日(土) 午前８時30分～11時

対 象 者 40歳以上の方

検診場所 徳島県総合健診センター（徳島市蔵本町）

検診項目及び検診料

が ん 検 診 に つ い て
６月から８月の巡回がん検診並びに婦人がん検診を受診していない方を対象に、がん検

診を次のとおり実施します。受診を希望される方は、11月４日までに勝浦町

福祉課保健師 （42）1502 IP 050（3438）7148 までお申込ください。

肝炎ウィルス検診･骨粗鬆症検診の実施について

医療機関での検診を次のとおり実施します。受診がまだの方はこの機会にぜひ受診しま

しょう。受診を希望される人は、勝浦町福祉課 （42）1502までお申し込みください。問診

票をお送りします。

医療機関

国民健康保険勝浦病院

肝炎ウィルス検診 （内科外来）

骨粗鬆症検診 （外科外来）

実施日時

11月10日(火)～12月22日(火)まで

毎週火曜日の午後１時～４時

申込方法

検診を希望される３日前までに

勝浦町福祉課へお申込ください。

（42）1502 IP 050（3438）7148

検診項目および検診料等について

項 目 対 象 者 検診料 内 容

肝炎ウィルス

検 診

①平成22年３月31

日までに、40歳

を迎える人

②75歳未満の人で、

過去に受診して

いない人

1,300円

問 診

Ｃ型肝炎

ウィルス検査

HBs抗原検査

骨粗鬆症検診

40歳、45歳、50歳

55歳、60歳、65歳

70歳の女性

700円
問 診

骨密度測定

※満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。

医療機関窓口でお申し出ください。

結核巡回検診日程表平成21年度

日時 11月10日（火）

検診料は無料です。

受診される方は、ボタ
ンや金具、刺繍のない
服でお越しください。



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

「
嫌
だ
な
。」

中
学
一
年
生
の
と
き
初
め
て
老
人
ホ
ー

ム
に
行
っ
て
私
は
ふ
と
こ
ん
な
こ
と
を
思

い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
と
話
す
と
気
を
使

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
世
代
も
全
然

違
う
の
で
話
題
も
見
つ
か
ら
な
い
、
そ
れ

に
同
じ
事
を
繰
り
返
し
聞
か
れ
る
の
で
、

お
年
寄
り
と
会
話
す
る
の
は
嫌
い
で
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
す
る
と
き
も
、

友
達
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
相

手
の
こ
と
を
考
え
ず
に
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
私
の
前
に
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

寂
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
ど
こ
か
へ
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
あ
ま
り
話

も
し
な
い
ま
ま
帰
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。何

週
間
か
た
っ
た
あ
る
日
、
道
徳
の
時

間
に
一
つ
の
話
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
な
く
し
て
歩
け
な

く
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
「
危
な
い

か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
身
の
回
り
の
仕

事
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
一
歩
二
歩
と
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
一
人
で
外
に

出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
近
所
の
人

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
家
族
は
た
め
息
を
つ

い
た
り
、
声
を
張
り
上
げ
て
怒
っ
た
り
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

私
は
そ
の
話
を
読
ん
で
、
「
な
ん
て
ひ

ど
い
ん
だ
ろ
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
お

年
寄
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
何
も
で
き
な

い
。
」
と
い
う
偏
見
で
、
仕
事
を
取
り
上

げ
た
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
理

解
せ
ず
怒
っ
た
り
、
た
め
息
を
つ
い
た
り
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
私
自
身
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
老
人
ホ
ー
ム
に
行
き
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
し
ま
っ
た

態
度
。
そ
の
時
、
「
嫌
だ
な
。
」
と
思
っ
た

気
持
ち
。
そ
れ
は
そ
の
家
族
が
し
た
こ
と

と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ひ
ど

い
。
」
「
そ
ん
な
こ
と
は
お
か
し
い
。
」
口

で
言
う
こ
と
は
簡
単
で
す
。
で
も
、
実
際

に
私
が
そ
の
家
族
だ
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ

う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
理
解
し
、

や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
び
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
そ
し

て
自
分
が
し
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
す
。

「
あ
の
時
も
な
ぜ
も
っ
と
お
年
寄
り
と
話

さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
と
き
ち
ゃ

ん
と
話
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
れ
ば
、
き
っ

と
笑
っ
て
く
れ
た
の
に
。」

で
も
、
授
業
が
終
わ
る
と
「
ま
た
今
度
。」

と
思
う
こ
と
が
く
せ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
か
。」
と
い
う
一
言
で
過
去
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
る
と
思
っ
た
し
、
そ
の
場
を

ひ
と
ま
ず
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。そ

う
や
っ
て
過
ご
し
、
一
年
が
た
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
度
こ
そ
は
。」
そ
う
思
っ
て
中
に
入

り
ま
し
た
が
一
年
前
と
変
わ
ら
ず
自
分
か

ら
話
し
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
友
達
の
横
に
座
っ
て
い
る
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
何
を
話
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
と

ま
ど
っ
て
い
る
と
、
昔
の
話
を
し
て
く
れ

た
り
、
学
校
の
出
来
事
を
聞
い
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た
。
私
が
あ
ま
り
上
手
に
話
せ

て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
話
を
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
話
を
し
て

い
る
と
一
つ
一
つ
に
反
応
し
て
く
れ
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
年
寄
り
を
見
て
「
嫌
だ
な
。」
と
思
っ

て
い
た
気
持
ち
、
心
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た

自
分
で
勝
手
に
考
え
て
い
た
お
年
寄
り
の

イ
メ
ー
ジ
が
消
え
て
い
く
の
を
感
じ
、
も
っ

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

小
さ
い
頃
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
誰
と
で
も
話
が
で
き

て
い
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
勝
手
な
イ

メ
ー
ジ
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
が

い
い
と
思
っ
た
こ
と
で
も
は
ず
か
し
く
て

行
動
に
う
つ
せ
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
老
人
ホ
ー
ム

で
の
体
験
は
、
私
を
少
し
変
え
て
く
れ
た

と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
心
が
ゆ
れ
た
り
反
省
し
て
も
行

動
に
う
つ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
自
分

で
す
が
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手

も
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
も
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
笑
顔
を
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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共
に
笑
顔
で

平
成
二
十
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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産
直
は
残
暑
他よ

方そ

目
に
秋
の
幸

鮎
落
ち
て
川
に
釣
り
人
影
も
な
し

横
瀬

前

田
好
次

ま
な
か
い
に
融
け
ゆ
く
と
聞
く
大
氷
河

夕
映
え
に
浮
き
立
つ
ア
イ
ガ
ー
す
べ
て
暮
れ

横
瀬

日
下
智
世
子

政
治
家
は
万
札
振
っ
て
票
を
招
く

う
ち
の
三
毛
万
札
振
れ
ど
知
ぬ
顔

横
瀬

西

蔭

達

夫

猪
が
花
火
こ
わ
い
と
こ
な
く
な
る

今
年
も
花
火
見
上
げ
る
幸
せ
を

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

秋
祭
り
い
よ
い
よ
激
し
だ
ん
じ
り
音

お
み
こ
し
に
御
霊
の
移
り
秋
ま
つ
り

生
名

石

田

白

萩

秋
夜
長
昔
を
偲
ぶ
舞
扇

六
地
蔵
萩
の
花
咲
く
礼
所
道

生
名

小

西

典

子

み
を
つ
く
し
ち
ら
ち
ら
揺
る
る
十
三
夜

音
一
つ
な
き
浄
院
に
秋
の
声

生
名

丸

山

香

月

変
政
風
時
雨
に
追
わ
る
女
足

五
十
幾
連
れ
添
う
夫
に
掛
け
衣

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

ふ
る
里
の
十
戸
ば
か
り
の
秋
灯

新
米
を
告
げ
て
供
へ
る
お
仏
飯

沼
江

東

尾

マ
サ
ヱ

人
見
え
ず
禁
漁
の
川
水
澄
め
る

中
山

山

下

房

夫

蟹
下
る
村
の
流
れ
も
澄
み
に
け
り

栗
は
ぜ
て
見
上
げ
る
空
の
碧
さ
か
な

坂
本

新

居

晋

大
根
を
蒔
け
ば
干
天
つ
づ
き
か
な

出
水
の
は
や
せ
せ
ら
ぎ
て
澄
み
に
け
り

坂
本

新

居

雄

彦

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
赤
い
ブ
ー
ケ
の
み
ご
と
な
り

雨
を
待
ち
や
っ
と
の
思
い
で
蒔
大
根

坂
本

新

居

和

子

初
孫
も
小
さ
き
手
合
す
彼
岸
の
日

亡
き
祖
母
の
面
影
浮
か
ぶ
菊
人
形

坂
本

坂

本

郵

子

伯
母
達
に
野
菊
の
押
花
入
れ
て
便

火
の
如
く
曼
珠
沙
華
も
ゆ
捨
て
畑

坂
本

仙

才

良

子

ゆ
う
ゆ
う
と
渓
を
灯
せ
る
烏
瓜

千
年
の
森
源
流
に
水
の
澄
む

坂
本

山

口

昭

市

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

小松島警察署からのお知らせ

必ずチェック、最低賃金！
使用者も、労働者も。

徳島県最低賃金が改定されました。
発効日：平成21年10月１日

＊特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定められています。

時間給 ６３３円

お問い合わせ・ご相談は、徳島労働局労働基準部賃金室

088（652）9165又は最寄の労働基準監督署へ

労働者 みんなの 最賃
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

５日(木)・19日(木) 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

６日(金)・20日(金) 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日（月） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

７日（土） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

10日（火） 中 山 中 山 集 会 所 前

17日（火） 立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

21日（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

※分別ステーション設置地区は、毎日出すことができ
ますが、年末年始等の連休には集中しないように計

画的に出してください。

ごみは正しく
出して美しい町を
つくりましょう

指定場所と11月・12月の受取日時

１.指定場所（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
リサイクル保管庫

２.受取日時 11月１日(日)～６日(金)

11月29日(日)～12月４日(金)

12月24日(木)～27日(日)
午前８時30分～午後５時

１.指定場所（横瀬）勝浦町民体育館裏
リサイクル保管庫

２.受取日時 11月８日(日)～13日(金)

12月６日(日)～11日(金)

12月24日(木)～27日(日)
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。

絶対、保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール

封筒をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP(代)050（3438）7148

日 時 11月19日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの最近、犬の飼い主のマナーが

悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中のフン
の放置はやめましょう。

12日(木)・26日(木)

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日

今回、新しく「家庭ゴミの出し方と区別
のしかた」のチラシを作成しました。

広報「かつうら11月号」にチラシを折り込みま

したので、台所等の見やすいところに貼りご利用

ください。

������
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11
月
の
行
事

★おはなし会

22日(日) 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

三人暮らし 群 ようこ

握りしめた欠片 沢 木 冬 吾

これでよろしくて？ 川 上 弘 美

渇水都市 江 川 剛

静かにしなさい、でないと 朝倉かすみ

秘密への跳躍 怪異名所巡り５ 赤 川 次 郎

天に堕ちる 唯 川 恵

６ＴＥＥＮ 石 田 衣 良

憂鬱たち 金原ひとみ

無 理 奥 田 英 朗

初恋ソムリエ 初 野 晴

ピコラエヴィッチ紙幣
―日本人が発行したルーブル札の謎― 熊谷敬太郎

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

江戸悪党改め役 刺客請負人

幕府大老格・柳沢吉保

が病葉刑部を亡き者にせ

んと送り込んだ刺客は、

清国からやってきた最凶

暗殺者集団・蛇囚。はた

して刑部、闇猫のお吉ら

に勝機はあるのか!?シリー

ズ第五弾!!

蘭 陵 王

敵に侮られぬよう、そ

の美貌を隠すため仮面を

つけて戦場に出たと言わ

れる中国史上屈指の勇将、

北斉の高長恭（蘭陵王）

の悲運の生涯。

か け ら

父と二人で参加した日

帰りさくらんぼ狩りツアー。

そこで桐子が眼にした父

の意外な顔…。川端康成

文学賞を最年少で受賞し

た表題作を含む珠玉の短

篇集。

青 山 七 恵

田 中 芳 樹森 村 誠 一

新 着 図 書

日 時 11月10日（火）～15日（日）
午前９時30分～午後５時

（15日は午後４時まで）

場 所 勝浦町図書館２階
視聴覚室・郷土資料室

今年も阿波絵師等によって描かれ

た掛軸を展示することになりました。

是非この機会にご鑑賞ください。

「
虎
」
竹
村
松
嶺

作

「
布
袋
」
湯
浅
桑
月

作

第13回
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日 時 ６日(金) ･13日(金) ･20日(金) ･27日(金)

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

内 容 人権・行政・厚生・福祉

※相談日以外でも予約は承ります。 (42)4652

心配ごと相談

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を次のとおり開講いたします。〔場所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 10(火)・17（火） 午後 7:30～9:30

踊 り 18（水）・25（水） 午後 2:00～4:00

歌 謡 １（日）・15（日） 午後 7:30～9:30

生け花 ９（月）・30（月） 午後 7:30～9:30

大正琴
５(木)・13(金)
26(木)

(木)午後 1:00～3:00
（金）午後 7:00～9:00

交流講座ご案内

休日年金相談
日 時 11月14日(土)・15日(日)

28日(土)・29日(日)

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談
日 時 毎週月曜日（第４週は24日(火)）

午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

ねんきんダイヤル
年金請求に関する相談 0570（05）1165

年金受給している方の相談 0570（07）1165

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

年 金 相 談

善意ありがとうございました
（９月16日～10月15日）

鶴 代 修 一さん（沼 江）

海川ミチエさん（坂 本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられま

した。ありがとうございました。

人 口（平成21年９月30日現在）

世帯数 2,165戸

男性 2,950人

女性 3,152人

計 6,102人

出 生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死 亡 男 ０人 女 ２人 計 ２人

転 入 男 ２人 女 ３人 計 ５人

転 出 男 ９人 女 10人 計 19人

ご結婚おめでとう

（
大字三溪字下川原

大字坂本字稲原

髙 田 賢 志

稼 勢 薫

おくやみ申します

大字棚野字西久保 石倉サキヱ（85歳）

大字三溪字西岡 小谷千鶴子（66歳）

大字棚野字西久保 稼勢ハマヱ（84歳）

大字沼江字西ヶ原 竹 山 恭 子（38歳）

大字沼江字西岡 眞 木 健 市（80歳）

大字棚野字竹国 田 村 英 雄（72歳）

お誕生おめでとう

大字三溪字樫渕 ）中 西 功 一
育 栄

長女 めもり

大字生名字神ノ木 ）呑 口 武 文
美 希

長男 駿
しゅん

太
た

大字生名字平野 ）三 好 哲 也
早 苗

長女 悠
ゆう

加
か

11月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０
○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時
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